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キャリアフェスタを告知するチラシ 講演するロシア語講師・通訳で活躍するアリョーナさん

会場では大学や専門学校などが集まり相談会を実施コンサルタントの講演や様々な職種に就く社会人のフリートーク会を開催

一般財団法人　北海道国際交流センター 
経営管理室チーフコーディネーター　島香奈未さん 

地元の学校に目を向けたり、先輩の話を聞くいい機会になりました
こうしたタイプの講演やセミナーがそもそも少ないなかで、一人でも多くの若者に視野を

広げ、自分なりの視点を持って進路やキャリアを考える機会を提供したいという願いで、
入場無料のイベントにしたかったのですが、AJOSCの助成によってそれが実現できました。
また、講師への謝礼、広報宣伝にも大いに役立ちました。これを次のステップにつなげて
いきたいと思います。

助成団体： 一般財団法人　北海道国際交流センター https://www.hif.or.jp

一般助成　子どもの健やかな成長を願う事業（つながり・かかわり）

「中高生と保護者のためのキャリアフェスタ」事業

地元で進学や就職をすることで若者の流出を減らす
試みとして、キャリアを考える機会を提供

北海道・函館市に拠点を置き、ホームステイプログラムを中心とした幅広い国際交流事業をはじめ、グローバルキャ
リア形成などの人材育成、若者や生活困窮者の就労・自立支援、ボランティア・環境保護活動の情報発信などに
取り組んでいる団体が、中高生と保護者を対象にキャリアを考えるきっかけとなるイベントを開催した。

若者の人材育成や支援サポートを行う団体が　
地元の学校を知ってもらうためのイベントを開催

地方の中小都市に共通した悩みとも言えるのが、若年

層の流出である。観光都市として知られる北海道・函館

市も例外ではなく、2014年には過疎地域に指定されている。

少子高齢化や雇用の減少など、背景には簡単に解決でき

ない困難な問題が多いため、若年層の流出を食い止める

ことは一朝一夕でできることではないが、ただ手をこまねい

ているだけでは、問題解決の糸口さえ見出すことはできな

い。

函館市に拠点を置き、若者の人材育成や支援サポート

事業などに取り組む「一般財団法人北海道国際交流セン

ター」では、こうした事態に少しでも歯止めをかけるべく、

2017年12月10日に市内にある金森ホールで、「ご家族、

お友達と一緒に将来を考える１日にしよう！」をコンセプトに、

「中高生と保護者のためのキャリアフェスタ」を開催した。

「高校卒業と同時に、多くの若者が進学や就職のため

に東京方面を中心に函館から出ていきます。これを少しで

も食い止めたい。そのためには、地元の大学や専門学校

に進学してもらったり、企業に就職してもらったりするのが

第一歩と考え、それを知っていただくためのイベントとして、

今回のキャリアフェスタを企画しました」

そう話すのは、この事業の推進役となった北海道国際

交流センターの島香奈未さん。開催日の半年ほど前から

準備のために動き出し、講師や開催場所の選定、ブース

相談コーナーに出展してもらうための大学・専門学校・企

業などへの働きかけ、チラシやポスターを掲示してもらうた

め市内の学校や電車・バス会社への広報活動などに取り

組んだ。

相談ブースや多彩な講演を用意することで　　
広い視野、自分なりの視点を持ってもらう

当日、12時にオープンしたフェスタは、入場無料で入退

場自由。函館大学、北海商科大学、北海道情報専門学校、

専門学校札幌デザイナー学院、日本工学院北海道専門

学校など9校の相談ブース、その他参加団体の資料コー

ナーが17時まで開設されて進路相談に応じたほか、並行

して講演も実施された。

講演ではまず、スペシャルゲストとしてロシア語講師・通

訳で活躍するアリョーナさんが登壇。「やってみないとわか

らない」をテーマに、自身のキャリア形成のポイント、大事に

しているモットー、仕事の秘訣などについて話した。次に

公務員、歯科衛生士、保育士、民間企業で働く先輩が登

場してのホンネトーク、さらに「学生のうちから『キャリアデ

ザイン』を考える」をテーマとしたコンサルタントの長谷川

孝幸さんの講演、「日本学生支援機構の奨学金制度に

ついて」と題した日本学生支援機構の藤森義夫さんの講演、

「思春期だから子供がそっけないのは仕方ない？」と題した

「NPO法人キャリア個性開発コミュニケーション支援セン

ター」監査役の福田剛大さんによる講演と続いた。

「当日は高校生を中心に保護者、学校の先生など約

150名にお集まりいただきましたが、参加者からは、『勇気

をもらった』『アリョーナさんの話を聞いて、自分でもできる

かなと感じた』『相談やパンフレットの配布などで地元の方々

に存在を認知していただけた』といったお声をいただきま

した。函館ではこれまでにあまりない試みで、自分たちとし

ても初めての経験でしたが、内容的には満足しています」

と、島香さん。参加者にとっては、進路を考えるうえで貴重

な一日となった。


